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MPLSネットワークのIPv6対応をすると！？

１．はじめに（１/２）
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１．はじめに（１/２）

• シグナリング、ルーティングを含めた全ての
LSRをIPv6化するには、莫大なコストが必要。

• IPｖ６ネットワークの新規構築においてネット
ワーク設計及び実際の構築作業に費やされ
る時間は無視できない。

• 現在、安定稼働しているＭＰＬＳネットワーク
に対して、場合によっては大幅な変更を要す
るため、非常にリスクが大きい。

必要性
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既存既存既存既存 MPLS 網を利用するメリット網を利用するメリット網を利用するメリット網を利用するメリット

• 既存MPLS網に対してエッジLSRを追加するだ
けで、IPv6 over MPLS を実現でき、コスト及
びネットワーク設計に費やす時間を節約する
ことができる。

• 安定稼働しているＭＰＬＳ網に対して、構成変
更などの作業を最小限に抑える事ができ、リ
スクが少ない。

２．既存MPLS網によるIPv6サービス（１/２）
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２．既存MPLS網によるIPv6サービス（２/２）
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３． IPv6 Traffic Engineering Tunnelの特長

• IPv6からみるとLSPの入り口は通常の
トンネルと同じ扱いとなる。

• 必要に応じてPEルータ間のルーティング・
プロトコルを選択できる。

• IPv4とIPv6を別々にトラフィック・
エンジニアリング(色分け)することが可能であ
る。

• エッジ-エッジ間を１ホップにみせることができ
る。
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IPv6 PacketIPv6 Packet

４．実現方法（１/３）
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labellabel IPv6 PacketIPv6 Packet

labellabel IPv6 PacketIPv6 Packet

既存MPLS網で IPv6 over MPLS  を実現
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４．実現方法（２/３）
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４．実現方法（３/３）
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６．今後の課題

• 現在、RSVP-TEでLSPの設定をし、それぞれ
のLSPで送受信するIPのバージョンは手動設
定となっている。RSVP-TEのメッセージを拡
張し

– IP Versionの自動設定

• IPv4 only, IPv6 only, IPv4&IPv6 Dualなど

– LSPセットアップ時に必要なエラー・メッセージ
を定義する

• Unsupported Protocol (IPv4, IPv6など) 
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